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１） はじめに 
 パラ型の芳香族ポリアミドであるケブラーは硫酸以外には溶解しないといわれてお
り、これまで溶解系での誘導体化は行われてこなかった。ただし、カリウム t‐ブトキ
シドとの反応で、反応の進行とともに DMSO に溶解し、アリル化等が行われることは
以前から知られている１）。我々はセルロースの溶剤として開発されたフッ化テトラブチ
ルアンモニウム（TBAF）／DMSO 系溶剤が加熱下でケブラーを溶解することを見出
し、アルキル化以外の反応にも応用を広げている。本研究ではこれらのことについての
検討結果を報告する。 
２） 実験方法 
 ケブラーは 80℃、1 時間の加熱で TBAF/DMSO に溶解した。アルキル化は溶解ケブ
ラーと NaH を反応後、臭化アルキル類を反応させて行った。アクリル系モノマーのグ
ラフト重合は、AIBN を開始剤として 70℃で行った。反応度は元素分析により測定し
た。 
３） 結果と考察 
 ケブラーの TBAF/DMSO に対する溶解性は、ケブラー濃度が 1％の場合、TBAF 濃
度 10％で完全に溶解した。溶媒としては DMSO が最適であり、ジメチルアセトアミド
では部分溶解、DMF では溶解しなかった。 
 表にアルキル化の結果を示した。不飽和基をもつアリル化、プロパギル化で高い置換
度を示した。メタクリル酸グリシジル（GMA）のグラフト重合結果を図に示した。ケ
ブラーが部分的に溶解する TBAF5％以上でグラフト重合が容易に進行した。 
  
 
Kevlar, 1%; NaH/CONH, 1.5: RBr/CONH, 2.0; 40℃;2h        GMA のグラフト重合   
                                Kevlar, 1%; GMA, 0.4M; AIBN; 70℃; 4h  
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    R／CONH 
DMSO   DMSO/TBAF(10%)
C4H9 
C22H45 
C6H5CH2 
CH2=CHCH2 
CH≡CCH2 
  0.07     0.40 
  －      0.36 
   0.03          0.49 
   0.04          0.77 
    －           0.83 
ケブラーの N-アルキル化 
